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様式第１号

兵庫県福祉サービス第三者評価の結果

１ 評価機関

名 称 あんず保育園

※契約日から評価

結果の確定日まで

所在地 社会福祉法人杏林会

評価実施期間 2015 年 ９ 月 ３ 日～ 2016 年 3 月 12 日

実地（訪問）調査日 2015 年 12 月15 ,21 日）

評価調査者 管理運営・専門職（HF10-1-0038号）

管理者運営 （HF10-1-0039号）

専門職 （HF10-1-0049号）

２ 福祉サービス事業者情報

（１） 事業者概要

事業所名称：

（施設名） あんず保育園

種別：

代表者氏名：

（管理者） 柳田 陽子

開設（指定）年月日：

昭和・平成 17 年 ４ 月 1 日

設置主体：

経営主体： 社会福祉法人杏林会

定員

（利用人数） ４５ 人 （５５ 人）

所在地：〒662-0812

西宮市甲東園２丁目6-5

電話番号：

（０７９８）５３－７５１２

ＦＡＸ番号：

（０７９８）５３－７５４１

Ｅ-mail：

Apricot_garden@anzu-hoikuen.or.jp

ホームページアドレス：

http://www.anzu-hoikuen.or.jp/

（２） 基本情報

理念・方針

・平和でひとりひとりが大切にされる社会をめざします。

・「子どもの最善の利益」を追求します。

・すべてのこどもたちが健やかに育てられ、保護者が安心して働き続け、豊かな子育て環境が

築かれるよう支援します。

・職員がいきいきと働き続けられる職場づくりをめざします。

・そのために法人・職員・保護者が手をつなぎ話し合いながら進めていくことを大切にします。

保育目標

・健康でしなやかな身体を育てる

・意欲を育てる

・感性を育てる

・仲間と関わる力を育てる

・自分を表現できる子どもに

・そのために大人同士が話し合える関係を大切に

http://www.anzu-hoikuen.or.jp/
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力を入れて取り組んでいる点

① 食材にこだわり、低農薬、減農薬のものを使っている

② 45人定員という比較的小集団なので、ゆったりした、アットホームな雰囲気を大切にして

いる

③ 地域子育て支援に力を入れている

④ 全保護者によいこネットで、園での子どもの姿をタイムリーに発信している

⑤ どろんこ・はだし・リズム・散歩など、子ども達がのびのびと遊びながら逞しい身体づく

りができるよう心がけている

職員配置

※（ ）内は非常勤

職 種 人 数 職 種 人 数 職 種 人 数

保育士 9（ １ ） 園長 1 （ ） 朝夕パート保育士 （ 3 ）

調理員 2（ １ ） 副園長 （ ） （ ）

フリー 2 ( １ ） 事務員 1 （ ） （ ）

施設の状況

阪急今津線甲東園駅より徒歩６分、少人数の保育園ですが、木造２階建てで日当たりもよく

あたたかみを感じる施設です。近くには徒歩３分ぐらいの公園もあり、散歩先には不自由しな

い環境です。

３ 評価結果

○総評

◇特に評価の高い点

あんず保育園は、２００５年４月1日に開設、約３００㎡の述べ床面積、庭面積は約１１０

㎡で、西宮の北部に位置し閑静な住宅地街の中にあります。事業所の特徴は、定員４５人の

こじんまりとした集団で、ゆったりとしたアットホームな雰囲気を大切にしているところで

す。特に地域子育て支援活動に力を入れています。

育児相談は年２７件、随時受け付けており、丁寧に聞き取り、必要があれば専門機関を紹

介しています。園庭開放は、毎週月曜日・金曜日に行われ、年８２回開放し、１２０２人の

地域の方が遊びにきています。参加した保護者や子どもたちがのびのびとすごしています。

体験保育は、年６回、０歳から３歳の１９組の親子が参加しています。地域交流として、デ

ィサービスとの交流、他園との交流を年５回行っています。子育て教室は、年１２回、１５

３組が参加し、リズム運動、運動会、やきいも大会等多彩な企画が組まれています。育児講

座は、年１２回開催され、１４８組が参加し、ベビーヨガ、離乳食講座、どろんこあそび、新

聞遊び等多彩に取り組まれています。また地域子育てニュース２００部を年２３回配布して

います。

小規模な保育園としては非常に精力的なとりくみです。１０年あまりで歴史は浅いですが

、地域の方たちから好評を得て期待されています。

全保護者にはホームぺージより保育園の子どもの様子をタイムリーに発信しています。ど

ろんこ、裸足、リズム、散歩、子ども達がのびのびと遊びながら逞しい身体づくりができる

よう心がけている保育園です。その一環として給食に力を入れ、当評価機関が実施した保護

者のアンケートには回答者の１００％支持が寄せられています。また、保育者の保護者対応

が丁寧な点も保護者より高い評価を受けています。引き続き保育の質の向上をめざし、現在

の良さをさらに発展するよう期待します。
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◇特に改善を求められる点

保育については、保育者が子どもに対して丁寧なかかわりを持っていることや、園庭が狭い

ので毎日のように散歩に出かける点について保護者アンケートでは好評を得ています。保育課

程に基づいてカリキュラムは作成し、実践に努力をしていますが、園として組織的に研修やケ

ース会議などを含めて一層、保育内容の向上に向けて実践研究に努めていくことを期待します。

中長期の計画の具体化と合わせて経営を総体的に点検すること等を総合的に検討することを

期待します。

保育環境としては、収納設備等の工夫が望まれます。また精力的に地域の子育て支援を進

めていますので地域の要望を受けて一時保育事業の検討も期待します。

○ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

第三者評価を受審することにより多くの学び気づきがあり、課題が明確なりとてもよかっ

た。まず弱点である中長期計画と事業計画をふまえた予算書の具体化を行い地域ニーズに

応えた一時保育事業を始めていけるようにしたい。ここ二年間は職員変動がなく同じメン

バーで保育にあたれたが、保育経験の浅い職員が多く人材育成に力点を置かなければと改

めて感じた。また保育観をより一致させ地域の資源としてのあんず保育園を構築するため

に自覚的に担っていける職員集団をみんなで創っていきたい。

○各評価項目に係る第三者評価結果

（別紙１）

○各評価項目に係る評価結果グラフ

（別紙２）
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（別紙１）

評価細目の第三者評価結果

評価対象Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１ 理念・基本方針

第三者評価結果

Ⅰ-１-(1) 理念、基本方針が確立されている。

Ⅰ-１-(1)-① 理念が明文化されている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-１-(1)-② 理念に基づく基本方針が明文化されている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-１-(2) 理念や基本方針が周知されている。

Ⅰ-１-(2)-① 理念や基本方針が職員等に周知されている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-１-(2)-② 理念や基本方針が利用者等に周知されている。 ａ・ｂ・ｃ

特記事項

パンフレット、重要事項説明書、しおりに理念基本方針が明文化され、基本方針は法人の理念との

整合性が確保され職員の行動規範となる内容となっています。理念と方針は年度初めの職員会議や総

括会議で周知しています。保護者にはパンフレットや重要事項説明書を配布し、入園説明会や保護者

懇談会で説明しています。また、地域にはホームページや子育て支援の取り組みで説明しています。

Ⅰ－２ 事業計画の策定

第三者評価結果

Ⅰ-２-(1) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

Ⅰ-２-(1)-① 中・長期計画が策定されている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-２-(1)-② 中・長期計画を踏まえた事業計画が策定されている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-２-(2) 事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ-２-(2)-① 事業計画の策定が組織的に行われている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-２-(2)-② 事業計画が職員に周知されている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-２-(2)-③ 事業計画が利用者等に周知されている。 ａ・ｂ・ｃ

特記事項

理事会で地域の社会資源としてのあり方について議論し、理念と保育方針に基づく、中長期計画を

立てています。保育内容、組織体制、設備整備の現状を分析し、課題を明確にし、保育園の良さや独

自性を再確認して事業計画を立てています。つねに、予算の実績、人件費の増減、地域の子どもの増

減を把握して事業計画の見直しをしています。事業計画は職員会議で説明し周知しています。総括会

議、職員会議で実施状況を確認し、保護者には年度始めの年間行事予定表や毎月のおたよりで周知し

ています。

中長期計画と事業計画をふまえた予算計画の具体化が望まれます。
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Ⅰ－３ 管理者の責任とリーダーシップ

第三者評価結果

Ⅰ-３-(1) 管理者の責任が明確にされている。

Ⅰ-３-(1)-① 管理者自らの役割と責任を職員に対して表明している。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-３-(1)-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている

。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-３-(2) 管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅰ-３-(2)-① 質の向上に意欲を持ちその取組に指導力を発揮している。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅰ-３-(2)-② 経営や業務の効率化と改善に向けた取組に指導力を発揮して

いる。

ａ・ｂ・ｃ

特記事項

職務分担表を作成し、職員に周知しています。行政研修、西宮市民間保育園協議会やその他の団体

が主催する研究等に管理者自ら参加し、国の動向や問題点を把握し課題を整理しています。その課題

を克服する方針を明確にして職員会議で提案し、リーダーシップを発揮しています。また、職員一人

ひとりと面接し研修計画をたて、人材育成にあたっています。

評価対象Ⅱ 組織の運営管理
Ⅱ－１ 経営状況の把握

第三者評価結果

Ⅱ-１-(1) 経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅱ-１-(1)-① 事業経営をとりまく環境が的確に把握されている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-１-(1)-② 経営状況を分析して改善すべき課題を発見する取組を行って

いる。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-１-(1)-③ 外部監査等が実施されている。 ａ・ｂ・ｃ

特記事項

社会福祉事業の動向を自治体の研修等に参加することで、地域の子どもの状況や福祉にたいする

二－ズを把握し、中長期計画に反映しています。人件費などのコストや園児の推移等を把握し事業計

画をたて、職員に徹底しています。外部監査は実施していませんが、法人内部での会計業務などの点

検は実施しています。

Ⅱ－２ 人材の確保・養成

第三者評価結果

Ⅱ-２-(1) 人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ-２-(1)-① 必要な人材に関する具体的なプランが確立している。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-２-(1)-② 人事考課が客観的な基準に基づいて行われている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-２-(2) 職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ-２-(2)-① 職員の就業状況や意向を把握し必要があれば改善する仕組み

が構築されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-２-(2)-② 職員の福利厚生や健康の維持に積極的に取り組んでいる。 ａ・ｂ・ｃ
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Ⅱ-２-(3) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ-２-(3)-① 職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-２-(3)-② 個別の職員に対して組織としての教育・研修計画が策定され

計画に基づいて具体的な取組が行われている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-２-(3)-③ 定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行っている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-２-(4) 実習生の受け入れを適切に行われている。

Ⅱ-２-(4)-① 実習生の受入と育成について基本的な姿勢を明確にした体制

を整備し、積極的な取組をしている。

ａ・ｂ・ｃ

特記事項

社会福祉法人杏林会職員育成計画に社会福祉法人としての職員の研修・教育の目的、理念、望まし

い研修像を述べています。そして、保育の向上を目的として、組織の構成員としての意識・保育姿勢

・能力を高めるための職員の研修・教育のあり方を明文化しています。また社会福祉法人杏林会職員

育成計画を基に、Ｈ27年度研修計画を具体的にたてています。この研修計画をたてるにあたって、自

己評価と園長による個人面談を行い一人ひとりの希望を聞き、主任と分析を行っています。職員の研

修報告等をもとに研修計画の見直しを行っています。実習受け入れマニュアルを作成し実習生を積極

的に受け入れています。

今後職員がいつでも相談できる専門機関との連携を期待します。

Ⅱ－３ 安全管理

第三者評価結果

Ⅱ-３-(1) 利用者の安全を確保するための取組が行われている。

Ⅱ-３-(1)-① 緊急時(事故、感染症の発生時など)における利用者の安全確保

のための体制が整備されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-３-(1)-② 災害時に対する利用者の安全確保のための取組を行っている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-３-(1)-③ 利用者の安全確保のためにリスクを把握し対策を実行している

。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-３-(1)-④ 食中毒の発生時に対応できるマニュアルがあり、さらにその対

処方法については、全職員にも周知している。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-３-(1)-⑤ 不審者の侵入時などに対応できるマニュアルがあり、全職員に

周知している

ａ・ｂ・ｃ

特記事項

安全管理や転落防止、不審者マニュアル等安全管理のためのマニュアル、緊急時の連絡網、緊急時対

応カード、ヒヤリハット、事故報告書安全対策に対するマニュアルを完備しています。組織図に基づい

て管理責任者が置かれ、毎月１回の避難訓練を行っています。救急救命・危機管理などの研修に参加し

職員会議で報告しています。安全チェックリストをもとに月１回、安全点検を実施しています。保護者

には緊急時対応カード、職員には連絡網を整備しています。ヒヤリハットや事故報告書を職員会議に報

告し検証しています。自治会の防災訓練にも参加し、職員一体となって安全管理に努めています。
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Ⅱ－４ 地域との交流と連携

第三者評価結果

Ⅱ-４-(1) 地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ-４-(1)-① 利用者と地域とのかかわりを大切にしている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-４-(1)-② 事業所が有する機能を地域に還元している。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-４-(1)-③ ボランティア受け入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確

立している。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-４-(2) 関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ-４-(2)-① 必要な社会資源を明確にしている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-４-(2)-② 関係機関等との連携が適切に行われている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-４-(3) 地域の福祉向上のための取組を行っている。

Ⅱ-４-(3)-① 地域の福祉ニーズを把握している。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅱ-４-(3)-② 地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が行われている。 ａ・ｂ・ｃ

特記事項

園庭開放は、毎週月曜日・金曜日に行われ、参加した保護者や子どもたちがのびのびとすごしてい

ます。育児講座は、泥んこ遊びやプール、運動会ごっこなどの多彩な内容を取り入れて企画し、年１

４回実施しています。すくすく子育て教室は園児との交流や園の行事にも参加出来るよう企画し、年

１５回行なっています。子育て相談は随時受け付けており、丁寧に聞き取り、必要があれば専門機関

を紹介しています。体験保育の希望は、0歳から３歳を中心に受け入れています。園庭開放は希望があ

れば随時受け入れ、保護者と子どもさんが楽しく過ごしています。職員の方は保護者と親しく話し、

子育てを援助しています。また、あんず文庫を整備し、子育て新聞を地域に月２回、２００部を配布

するなど、地域の子育て支援活動を行っています。今後、一時保育事業の実施の検討を期待します。
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評価対象Ⅲ 適切な福祉サービスの実施
Ⅲ－１ 利用者本位の福祉サービス

第三者評価結果

Ⅲ-１-(1) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

Ⅲ-１-(1)-① 利用者を尊重したサービス提供について共通の理解をもつた

めの取組を行っている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-１-(1)-② 利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整

備している。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-１-(2) 利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ-１-(2)-①利用者の満足の向上を意図した仕組みを整備し、取組を行って

いる。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-１-(3) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ⅲ-１-(3)-① 利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備している。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-１-(3)-② 苦情解決の仕組みを確立し十分に周知・機能している。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-１-(3)-③ 利用者からの意見等に対して迅速に対応している。 ａ・ｂ・ｃ

特記事項

利用者を尊重したサービス提供について、園の保育課程、パンフレット、しおりなどに一貫し

て示し、職員全員で話し合い、討議して学びあっています。12月にも、再度保育理念など学習し

「子どもの最善の利益」とはということについて学び合い確認しあっています。又、行事アンケ

ートや個人・クラス懇談会時に出た意見や要望を職員会議などで、討議検討して利用者の意向を

把握し、次にいかし、改善する仕組みもあり、記録しています。

個人情報保護に関する規程を明示し、マニュアルに基づいた取り組みを実施しています。保護

者には入園時に丁寧に説明し、同意書をもらっています。

「苦情相談解決の体制」「苦情申出窓口の設置について」など保護者にも説明し、玄関に掲示し

ています。意見箱を設置し、その対応策や課題など職員会議などを中心に、具体的に改善策を出

し記録、おたよりにも載せています。

Ⅲ－２ サービスの質の確保

第三者評価結果

Ⅲ-２-(1) 質の向上に向けた取組が組織的に行われている。

Ⅲ-２-(1)-① サービス内容について定期的に評価を行う体制を整備してい

る。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-２-(1)-② 評価の結果に基づき組織として取り組むべき課題を明確にし

ている。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-２-(2) 提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ-２-(2)-① 提供するサービスについて標準的な実施方法が文書化されサ

ービスが提供されている

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-２-(2)-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立してい

る。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-２-(3) サービス実施の記録が適切に行われている。

Ⅲ-２-(3)-① 利用者に関するサービス実施状況の記録が適切に行われてい

る。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-２-(3)-② 利用者に関する記録の管理体制が確立している。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-２-(3)-③ 利用者の状況等に関する情報を職員間で共有化している。 ａ・ｂ・ｃ
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特記事項

自己評価表を作り、それに基づいて園長によるヒアリングを行い、園長、主任で分析し、個人や

園として次にいかすようにしています。職員間でも話し合って課題を持ち、保育観の一致が必要と

いうことで保育事例を入れての内容を話し合える職員会議や必読本を読み合い共有するなどの研修

など、工夫して取り組んでいる姿が見えます。

今後、組織的に質の向上に向けた体制づくりと園の特徴を生かして取り組む課題を職員みんなで

明確にし、具体化していくよう期待します。

西宮市は保健師や自治会、幼稚園、小・中・高校などとの連携機関を組織し、園もそこに連携し

ています。得た情報を共有し、支援の必要な子ども一人ひとりに焦点をあてたケース会議など行わ

れるよう期待します。

保育の記録は整備しており、その管理も適正に行われています。

Ⅲ－３ サービスの開始・継続

第三者評価結果

Ⅲ-３-(1) サービス提供の開始が適切に行われている。

Ⅲ-３-(1)-① 利用希望者に対してサービス選択に必要な情報を提供してい

る。

ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-３-(1)-② サービスの開始にあたり利用者等に説明し同意を得ている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-３-(2) サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

Ⅲ-３-(2)-① 事業所の変更や家庭への移行などにあたりサービスの継続性

に配慮した対応を行っている。

ａ・ｂ・ｃ

特記事項

園のパンフレット、しおりを入園時に渡し、保育理念や内容の情報をわかりやすく説明し理解し

てもらう工夫をしています。 その他公共施設に資料を置き、地域支援に訪れた方にも実際に保育

に参加、体験してもらい、資料も見てもらい伝えています。インターネットを利用してホームペー

ジなどで園の紹介もしています。

事業所の変更や移行は「児童引継ぎ文書」「卒園される皆様へ」などに沿って実施しています。

Ⅲ－４ サービス実施計画の策定

第三者評価結果

Ⅲ-４-(1) 利用者のアセスメントが行われている。

Ⅲ-４-(1)-① 定められた手順に従ってアセスメントを行っている。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-４-(2) 利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

Ⅲ-４-(2)-① サービス実施計画を適切に策定している。 ａ・ｂ・ｃ

Ⅲ-４-(2)-② 定期的にサービス実施計画の評価・見直しを行っている。 ａ・ｂ・ｃ

特記事項

保育課程に基づく指導計画の作成が行われ、年間計画、月案、週案、個人カリキュラムなど整備

しています。又一人ひとりの子どもの発達過程や状況を保健記録、児童表などに記録しています。

そして月１回のクラス会議、職員会議で保育の振り返りと評価を行っています。半年毎の総括会議

や年度末の保育計画の見直しを手順に沿って実施し、次年度に反映しています。

特に個別のカリキュラムについては、保護者との日々の会話や連絡ノートなどで意向を把握し、

反映し、連携し合っています。保育は子どもの体調や集団の様子、天候などにより、柔軟に対応し

ています。
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評価対象Ａ 実施する福祉サービスの内容

Ａ－１ 保育所保育の基本

第三者評価結果

Ａ-１-(1) 養護と保育の一体的展開

Ａ-１-(1)-① 保育所の保育の方針や目標に基づき、発達過程を踏まえ、子

どもの心身の発達や家庭及び地域の実態に即した保育課程を編成している。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(1)-② 乳児保育のための適切な環境が整備され、保育の内容や方法

に配慮されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(1)-③ １・２歳児の保育において養護と教育の一体的展開がされる

ような適切な環境が整備され、保育の内容や方法に配慮されている

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(1)-④ ３歳以上児の保育において養護と教育の一体的展開がされる

ような適切な環境が整備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(1)-⑤ 小学校との連携や就学を見通した計画に基づいて、保育の内

容や方法、保護者とのかかわりに配慮されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(2) 環境を通して行う保育

Ａ-１-(2)-① 生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことの

できるような人的・物的環境が整備されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(2)-② 子どもが基本的な生活習慣を身につけ、積極的に身体的な活

動ができるような環境が整備されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(2)-③ 子どもが主体的に活動し、様々な人間関係や友だちとの協同

的な体験ができるような人的・物的環境が整備されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(2)-④ 子どもが主体的に身近な自然や社会とかかわれるような人物

・物的環境が整備されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(2)-⑤ 子どもが言葉豊かな言語環境に触れたり、様々な表現活動が

自由に体験できるような人的・物的環境が整備されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-１-(3) 職員の資質向上

Ａ-１-(3)-① 保育士等が主体的に自己評価に取り組み、保育の改善が図ら

れている。

ａ・ｂ・ｃ

特記事項

保育課程は年間指導計画を立案する際に見直し検討を行っています。検討を職員全員が行うこ

とで内容が深められ、周知できる良さがあります。保育課程に基づき年間保育計画、指導計画、

月、週の計画および個人の指導計画が立てられています。子ども達の豊かな経験を保障したいと

いう思いから毎日散歩への取り組みを進めています。

市 独自の保幼小の連携会議、保・小を見据えた就学へのつながり研修等他市には見られない

取り組みの良さがあります。連携を生かし、保育要録をもって就学への橋渡しを進めています。

本園で大切にしていることは「自分の頭で考え、自分の手足を使い、まわりの仲間とともに前へ

進んでいける人」にという目標があることから、0歳児より主体的な保育を進めています。保育環

境は、住宅地域で、公園にも樹木が多く、身近に草花にも接することができます。職員は自己評

価を行い自己の振り返りを行いつつ質の向上を目指したいという意欲を持つ職員が多い一方、ま

だキャリア的には歴史が浅く実践の積み重ねが望まれます。個々人だけではなく職員集団として

も質の向上を目指していくことを期待します。
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Ａ－２ 子どもの生活と発達

第三者評価結果

Ａ-２-(1) 生活と発達の連続性

Ａ-２-(1)-① 子ども一人ひとりを受容し、理解を深めて働きかけや援助が

行われている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-２-(1)-② 障害のある子どもが安心して生活できる保育環境が整備され

、保育の内容や方法に配慮がみられる。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-２-(1)-③ 長時間にわたる保育のための環境が整備され、保育の内容や

方法が配慮されている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-２-(2) 子どもの福祉を推進することに最もふさわしい生活の場

Ａ-２-(2)-① 子どもの健康管理は、子ども一人ひとりの健康状況に応じて

実施している。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-２-(2)-② 食事を楽しむことができる工夫をしている。 ａ・ｂ・ｃ

Ａ-２-(2)-③ 乳幼児にふさわしい食生活が展開されるよう、食事について

見直しや改善をしている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-２-(2)-④ 健康診断・歯科健診の結果について、保護者や職員に伝達

し、それを保育に反映させている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-２-(3) 健康及び安全の実施体制

Ａ-２-(3)-① アレルギー疾患、慢性疾患等をもつ子どもに対し、主治医か

らの指示を得て、適切な対応を行っている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-２-(3)-② 調理場、水周りなどの衛生管理が適切に実施され、食中毒等

の発生時に対応できるような体制が整備されている。

ａ・ｂ・ｃ

特記事項

ゆったりとした環境の中で、0歳児からの保育を実施しています。乳児保育は無認可時代の保育

の積み重ねがあり、子ども達は保育者に見守られしっかりと成長し、自我の芽生える時期も子ど

も達一人ひとりに丁寧に関わり、受け入れています。

障害のある子どもも同様に生き生きと生活をし、仲間と興じている姿がありました。行政から

は保健師などの巡回指導が定期的に行われています。

長時間保育については夕刻におにぎりの軽食があり、0歳児の部屋で延長保育をしています。ゆ

ったりとした、あたたかい環境を設定しています。

本園は食育にも力を入れています。保護者アンケートにも給食に対する期待が寄せられていま

した。毎月給食会議、アレルギー会議があり、熱心に取り組んでいることがうかがえます。

子どもの健康管理についても力を注いでいます。毎月の健康診断、年2回の歯科検診、耳鼻科健

診、眼科検診、これらは行政による保健師の指導も入り進めています。受診ごとに記録し、子ど

もの健康管理を行っています。また保護者に予防接種についても同様に勧奨しています。
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Ａ－３ 保護者に対する支援

第三者評価結果

Ａ-３-(1) 家庭との緊密な連携

Ａ-３-(1)-① 子どもの食生活を充実させるために、家庭と連携している。 ａ・ｂ・ｃ

Ａ-３-(1)-② 家庭と子どもの保育が密接に関連した保護者支援を行ってい

る。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-３-(1)-③ 子どもの発達や育児について、懇談会などの話し合いの場に

加えて、保護者と共通の理解を得ているための機会を設けている。

ａ・ｂ・ｃ

Ａ-３-(1)-④ 虐待に対応できる保育所内の体制の下、不適切な養育や虐待

を受けていると疑われる子どもの早期発見及び虐待の予防に努めている。

ａ・ｂ・ｃ

特記事項

保護者との連携については当評価機関が実施したアンケートの中にもたくさんの保護者が給食内容が

良いと評価されていました。

また、他のアンケートの中には「子どもひとりひとりによりそい丁寧に保育されています。楽しい遊

び、大好きな友達、お散歩や、季節の行事もありすてきな保育園」 とのよろこびの声もよせられてい

ますが、ケガの説明のこと、感染症の発生した場合の説明の要望、仕事の休日には預かってもらえない

などの声もあります。これらは保育園に対する期待の思いの強いことがうかがえます。

地域支援と共に、あんず文庫の文庫活動、よいこネットの配信、個別懇談会、クラス懇談会、 園だ

より、給食だより、給食試食会、レシピの紹介、嘱託医への健康相談など、多岐にわたっての取り組み

を行っています。

子どもや保護者との関係で、虐待が疑われる場合に整備しているマニュアルに従ってチェックシート

を活用し、所管の機関へ通報します。


